
TN-WOLSH Beam
Tec-One Next Wood-Lightweight Steel Hybrid method Beam

テックワンネクストシリーズ



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

軽量H形鋼梁を既製品の梁受金物を通じて木材と接合する工法

既製品梁受金物

軽量H形鋼

「木材」+「軽量H形鋼」＝「合理化」の提案
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TN：Tec-One Next（テックワンネクストシリーズ）

株式会社タツミが展開する
梁受金物「Tec-One」（テックワンシリーズ）の
「次のステージ」を目指すべく
多岐に渡る範囲で次世代型金物・工法を
展開するブランド
※URL：https://www.tatsumi-web.com/product/tec-one-next/

WOLSH（ウォルシュ）

「木軸+軽量鋼ハイブリッド工法」の英訳の頭文字を取った造語
「適材適所」に鋼材製品を用いて木造建築物の合理化を提案する



非住宅木造建築物で無柱の大空間を形成

トラス 大断面集成材 製作金物

・特殊な設計が必要

・天井高等の制限

・コスト高
etc・・・

設計面・施工面・製造面において
様々なハードル



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

意匠・構造・施工・製造 「合理的」な解決策として提案あらゆる面の課題
従来

TN-WOLSH Beam



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

鋼製部材を「適材適所」に使用、専用ツールを取り揃えて検討期間の短縮やコストの削減に

■構造設計

・トラスや製作金物
→設計に数時間

・専用の検定シートを用意
→設計に数分〜数⼗分

従来 TN-WOLSH Beam

←応力解析ソフトを用いた
トラスの設計

←木質構造設計規準・同解説
（日本建築学会）に則った
接合部（製作金物）の設計



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

鋼製部材を「適材適所」に使用、専用ツールを取り揃えて検討期間の短縮やコストの削減に

■製造

・製作金物
→金物図の作成が必要

・木材加工
→特殊加工が必要

・既製品の金物を使用
→金物図作成不要

・木材加工
→既製品の金物と

同一の加工形状にして
シンプルに

従来 TN-WOLSH Beam



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

鋼製部材を「適材適所」に使用、専用ツールを取り揃えて検討期間の短縮やコストの削減に

■施工

・木造に鉄骨梁がある計画
→構造用合板や火打ちが

通常に取り付けられない

・軽量H形鋼の上に木梁を配置（上載梁）
→木束・構造用合板・火打ちなどが

上載梁に取り付くので
従来の施工方法と変わらない

従来 TN-WOLSH Beam

※例：構造用合板を
釘打ちではなく
ビス打ちする



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

鋼製部材を「適材適所」に使用、専用ツールを取り揃えて検討期間の短縮やコストの削減に

■天井高・階高（意匠）

・大断面集成材
→天井高が確保しづらく

場合により階高を調整

・横架材成の抑制とウェブ貫通穴の設置
→天井高の確保や

階高増大の抑制に期待

従来 TN-WOLSH Beam

天井高の確保が
難しい場合

天井高確保のために
階高を高くする場合もある

・「ウェブ貫通穴」で配管ルートの確保
・横架材成が多少小さくなる

天井高の確保や
階高増大の抑制に期待



鋼製部材を「適材適所」に使用、専用ツールを取り揃えて検討期間の短縮やコストの削減に

■構造設計
・トラスや製作金物

→設計に数時間

■製造
・製作金物

→金物図の作成が必要
・木材加工

→特殊加工が必要

■施工
・木造に鉄骨梁がある計画

→構造用合板や火打ちが
通常に取り付けられない

■天井高・階高（意匠）
・大断面集成材

→天井高が確保しづらく
場合により階高を調整

TN-WOLSH Beam

・専用の検定シートを用意
→設計に数分〜数⼗分

・既製品の金物を使用
→金物図作成不要

・木材加工
→既製品の金物と同一の

加工形状にしてシンプルに

・軽量H形鋼の上に木梁を配置（上載梁）
→木束・構造用合板・火打ちなどが

上載梁に取り付くので
従来の施工方法と変わらない

・横架材成の抑制とウェブ貫通穴の設置
→天井高の確保や

階高増大の抑制に期待

意匠・構造・施工・製造

「合理的」な解決策として提案

その他に
・専用のオーダーシートによる

加工指示と自動金物積算によって
発注手間の削減とサポート

・発注から納品までの期間が
大断面集成材と同等の
1〜1.5か月であるので
従来の工程から外れにくい

あらゆる面の課題

従来



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

軽量H形鋼梁 ・・・溶接軽量H形鋼
既製品梁受金物・・TN高耐力梁受金物

TN-multi：補剛材受用途

木部-軽量H形鋼接合部

補剛材接合部

上載梁



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

●木部-軽量H形鋼接合部

木造軸組 溶接軽量H形鋼

TN高耐力梁受金物 スプライスプレート フィラープレート
木軸と軽量H形鋼を接合

軽量H形鋼：断面3種類
・350×150×t3.2×t4.5
・400×200×t4.5×t6.0
・450×200×t4.5×t9.0



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

●木部-軽量H形鋼接合部

木造での梁の掛け方
→梁を落とし込む

S造での梁の掛け方
→梁の高さを維持しながら

ボルトを差し込む

・スプライスプレートに「先行ボルトM12」を
あらかじめ取り付ける

・「先行ボルトM12」を「TN高耐力梁受金物」に
引っ掛けるように落とし込む

・ボルトの接合は摩擦接合とせず支圧接合

TN-WOLSH Beam

従来の木造の施工方法と
できるだけ変わらないようにした施工方法に違い



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

●補剛材接合部

補剛材・・・横座屈を抑制する部材

補剛材・・・リップ溝形鋼「200×75×20×t3.2」

面外方向にはらむ
→横座屈

横座屈を補剛材によって抑制する

補剛材

TN-WOLSH Beam



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

●補剛材接合部

既製品「TN-multi：補剛材受用途」
→木材加工がシンプル
→既製品採用によるコストUP抑制

軽量H形鋼：断面3種類
・350×150×t3.2×t4.5
・400×200×t4.5×t6.0
・450×200×t4.5×t9.0

・軽量H形鋼の
断面サイズ問わず
リップ溝形鋼の
断面・接合方法を統一
→取付間違いの防止

・ボルトは支圧接合
→木造の施工方法と同様

補剛材・・・リップ溝形鋼「200×75×20×t3.2」



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

従来の方法

木製火打ち取付用ガセット
→特殊加工が必要

木梁固定用アンカー
→木梁成によって⻑さが変わる
→溶接逃げのために木梁下端に

ザボリが必要

●上載梁と軽量H形鋼との接合：上載梁接合プレート

・既製品の金物と加工位置が同じ
・上載梁成が変わっても加工形状が変わらない

木梁端部とガセットの接合
→特殊加工が必要



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

従来の方法

木製火打ち取付用ガセット
→特殊加工が必要

木梁固定用アンカー
→木梁成によって⻑さが変わる
→溶接逃げのために木梁下端に

ザボリが必要

●上載梁と周辺部材との接合

・上載梁によって「木-木接合」となるため
従来の加工、施工と同じ

・補剛材を別機構にしているので
必要な木梁を軽量H形鋼に取り付ける必要がない
→必要な木梁は上載梁に取り付くので

従来の加工、施工と同じ

木梁端部とガセットの接合
→特殊加工が必要



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

●必要補剛力→上載梁（補剛力保持プレート）→木部水平構面

補剛材が安定的に補剛効果を発揮する必要があるので
必要な補剛力を木部水平構面に担保させるために
「補剛力保持プレート」を配置



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

■接合耐力値
・木部-軽量H形鋼接合部
・木部-補剛材接合部
・上載梁接合部（上載梁接合プレート）

■法的な位置づけ
・建築基準法施行令第47条1項に記載のある「鉄骨の横架材」に該当することを想定

→鉛直荷重のみを負担する横架材（耐力壁からの変動軸力を負担することがない）であれば、
併用構造（混構造）とならないと考えられる
※併用構造と判断される可能性もあるため、設計前に建築主事や確認申請機関に相談することを推奨

木部-軽量H形鋼接合部せん断試験 木部-補剛材接合部せん断試験 上載梁接合プレート引張試験

性能確認試験で接合耐力値を明確化
※その他の接合耐力は設計式から算出



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

TN-WOLSH Beam技術資料

■適用範囲・規格等（一例）
●軽量H形鋼

・断面サイズ3種類・最⻑12m・間隔455~4000mm
●補剛材（リップ溝形鋼）

・断面サイズ1種類・最⻑4m・間隔4m以内に1箇所必ず配置
●上載梁

・梁幅105または120mm・適用樹種スギKD無等級材以上・
上載梁成は必ず統一

■配置例 ■接合詳細



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

TN-WOLSH Beam技術資料

■接合耐力（一例）

■施工方法（一例）



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

TN-WOLSH Beam検定シート

・建物全体の検討で使用している
構造計算ソフトに
軽量H形鋼を木梁として入力

・入力した木梁の
「樹種」「断面」を入力

・⻑期、中⻑期、中短期の
「曲げ応力」「せん断応力」
「たわみ量」を入力

自動計算・判定



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

TN-WOLSH Beamオーダーシート

諸条件を入力すると
使用する金物を積算

寸法を入れた図面を添付するだけの加工指示



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

TN-WOLSH Beam技術資料 TN-WOLSH Beam検定シート TN-WOLSH Beamオーダーシート

設計から発注までを専用ツールにてサポート



TN-WOLSH Beam （ティーエヌ ウォルシュ ビーム）

■リリース
2023年5月以降を予定

■販売元
株式会社タツミ

■製造
株式会社タツミと鉄骨加工会社（千葉県）

■展示会・商品説明
・「非住宅木造建築フェア」（東京）出展

モックアップを展示 2023/5/25・26
・『一般社団法人木質構造の設計情報を共有する会』

（通称：木構造テラス）商品説明予定 2023年中
・「非住宅木造建築フェア」（大阪）出展予定

モックアップを展示 2023年8月


